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●今朝（月曜日の朝）出社しましたら，ある方からメールが
届いていました。一緒に暮らしていたお母様を亡くされた
そうでした。しばらく連絡ができずごめんなさい。悲しみ
にくれ，メールを開く元気がなかった，と書き添えられて
いました。お母様は，その方にお願いしていた原稿が掲載
された雑誌の完成を，心待ちにしてくださっていたとのこ
と。あと少し間に合わなかったことを申し訳なく思い，胸
が詰まりました。亡きお母様に雑誌を捧げたいと思います
●これまで，意識したことはありませんでしたが，ご執筆
原稿が掲載された雑誌を，ご家族と一緒に広げていただく
場面もあるのかもしれませんね。家族の仕事ぶりを直接，
間接にも知る機会は少ないものですが，ぜひお仕事ぶりを
ご家族に伝えるツールとしても雑誌をご活用いただきたい
と思います！皆さまのご投稿をお待ちしております。（小齋）

●先日の日本病院学会で坂本すが日本看護協会長が「病院
で働くすべての人は職種を問わずプロである」とおっ
しゃっていました。医療者の就労環境改善をめざす取り組
みが進むなかで，多職種の連携は重要さを増しています。
看護補助者が，自他ともに認める「看護補助業務のプロ」
として看護の現場を支えていくことの可能性と価値を，本
号で再認識しました。●私が“補助”と聞いて最初に連想
するものは補助輪です。最近，近所の男の子（5歳）の自転
車練習に付き合っているのですが，彼の愛車（補助輪付き）
を操るテクニックは，ターンや前輪上げなどかなり高度。
ついには私も「補助輪が付いてないから転ぶんだよ」と諭
され，補助輪の導入を勧められてしまいました。颯爽と走
る「補助輪のプロ」に続いてよろよろとペダルを踏みなが
ら，支えが生み出す安心感に思いを馳せたのでした。（笹山）

編集後記

【Facebook 始めました！】アカウントをおも
ちの方は「看護管理」で検索していただき，
「いいね！」をよろしくお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◎ twitter アカウントは，@kangokanriです。
あわせてフォローをお願いいたします。

●「読者の声」を募集しています。
職場などでの感動的なエピソード，困っている問題，また弊誌への感想をお寄せ
ください。掲載者には粗品を差し上げます。
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
twitter　http://twitter.com/kangokanri

特集1
ポジティブ・マネジメント入門
しなやかで創造性の高いチームをつくろう

●これからの看護マネジメントに必須の知識として，看護管理者で知を共有するこ
とへの期待　村田由香
●ポジティブ・マネジメントとは何か・入門編　市瀬博基
●座談会─こうして組織が，スタッフが，ポジティブに変わった！
　村田由香／市瀬博基／新宅祐子／谷口理恵／近末清美
●実践報告①　山口赤十字病院　小野孝子
●実践報告②　徳島赤十字ひのみね総合療育センター　渡部尚美

　医療の高度化，患者や職員の価値観の多様化が進むなかで，看護管理者のマネジ
メント力はますます重要になっている。こうした状況を考えたとき，従来型の課題解
決型マネジメントのみでは，現状より一歩進めた質改善を進めていくことは難しい。
そこで，組織倫理やビジョンといった，組織におけるフィロソフィーを共有したうえ
で，スタッフ自らが創造的に動ける組織づくりをめざす，いわば「理念共有型」の新
しい組織開発手法であるポジティブ・マネジメントを紹介する。

●人口減少時代の人的資源管理　福井トシ子
●人口減少時代の医療提供体制に看護職の果たすべき役割　印南一路
●真のチーム医療に向けて―多職種連携教育と協働実践の潮流　酒井郁子

　保健・医療・福祉は，もはや「人口減少」と「超高齢化」という状況を抜きに論じ
ることはできない。人口は減少しても，医療や看護，介護を必要とする人々は増える
一方であるという状況に対応するためには，危機感を共有し，具体的な対策のフェー
ズに入っていく必要がある。看護管理においても，新たなリーダーの育成や，看護
職の役割や機能を最大限生かすことのできる人的資源管理への期待が高まっている。
このような考えから，今年開催される第17回日本看護管理学会のテーマは「人口減
少時代の人的資源管理」となった。このテーマとリンクした3つの論考から，社会の
期待に応えるためのヒントを探りたい。

人口減少時代の人的資源管理
看護管理者に期待される役割とは
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